グループホームの水害対策について
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　自然災害、その種類は多岐にわたりますが、近年は水害の多さが顕著になっていると思います。平成２４年九州北部豪雨、平成25年山口県土砂災害、平成２６年広島土砂災害、平成27年鬼怒川堤防決壊、毎年日本のどこかで水害が発生しています。短時間での急変、長時間に渡る降雨等、予測が困難な中で起こっているのも特徴です。今年福岡で大雨と記録された日は、8月末までに7回、短時間局所的降雨は3回記録されています。
（豪雨に対する対応）
　グループホームは、西区２カ所、南区1カ所、早良区１カ所、合計４カ所あります。住宅街２カ所（西区、南区）、県住宅供給公社の団地１カ所（西区）、もう１カ所（早良区）は田園や山の近くです。
南区と西区の1カ所は近くに川もなく、直接の浸水被害というよりも2次的影響、帰宅困難や食事提供体制等への影響が想定されます。8月の大雨の際は、発生が出勤時刻に当たり、出立する時刻までに各職場との連絡、公共交通機関の状況把握、世話人との連携を取り、限られた時間内で素早い対応が求められました。
早良区と西区の1カ所は、近くに川があります。早良区のグループホームは土砂災害警戒区域から１００ｍと離れていません。建物のすぐ側を川が流れており、2本の川が合流する地点でもあります。昨年7月6日大雨の際は合流地点から氾濫し、道路が冠水しました。幸い浸水被害はありませんでしたが、自然の脅威の直ぐ側にいることを痛感しています。そのことを踏まえ8月の大雨の際は、土嚢を設置し対応に当たりました。
（連絡体制）
　水害の注意喚起が起きた段階でまず各方面に連絡し事前に情報の共有をしています。連絡取る方々は、グループホーム職員、仕事場の職員、世話人、ご家族等であり、一人一人異なります。各利用者の現在地がどこで、誰が最も近くにいるのか、その時の状況に応じて連絡する順番や内容が決まります。連絡手段も携帯電話をお持ちの方もいればお持ちでない方もいます。日頃から様子を伺っておくことが大事だと感じています。
（今後の課題）
災害時の一時避難はまずは高いところへ避難する。1階であれば2階へ、より高いところへ。その後、2次避難をどうするか？そこが課題だと感じています。歩行速度が緩やかな方や車椅子での避難の方、その際のルートはどこをとるのか。また避難先での支援をどう受けるのか、日頃から地域と連携を取ることが今後の課題であると思います。
